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クリーンセンターに到着した収集車

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ご
み
集
積
所
を
柔
軟
に

増
や
す
べ
し

❷ 

小
高
区
ス
ー
パ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
開
店
時
期
は

遅
す
ぎ
る
。
超
特
急
で

開
店
を

質問を終えて
　いずれ誰もが通る道。速やか
な実現を願い、求めていきます。

相馬野馬追祭

し
っ
か
り
と
検
証
し
て
い

き
ま
す
。

弱
者
だ
け
で
も

　
　
　
　

個
別
収
集
を

問　

高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
ご
み
出
し
が
困
難

な
世
帯
に
対
し
て
は
、
戸

別
に
収
集
を
行
う
市
町
村

も
あ
り
ま
す
。
私
に
も
何

と
か
し
て
欲
し
い
と
の
強

い
要
請
が
あ
り
ま
す
。

　

弱
者
だ
け
で
も
戸
別
収

集
を
急
ぐ
べ
き
で
す
。

答　

何
ら
か
の
手
法
で
、

対
応
し
な
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
一
緒
に
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

何
年
も
か
け
て
の
検

討
で
は
し
ょ
う
が
な
い
。

時
期
の
目
途
は
い
か
が
か
。

答　
早
急
に
検
討
に
入
り

た
い
。

な
い
と
認
定
に
至
ら
な
い

の
で
は
。

答　

内
容
的
に
地
域
の
際

だ
っ
た
歴
史
的
特
徴
、
特

色
を
示
す
も
の
、
国
内
外

に
戦
略
的
、
効
果
的
な
発

信
が
で
き
る
も
の
等
が
論

点
と
あ
る
。
こ
の
地
域
に

根
ざ
し
て
い
る
文
化
の
中

に
は
そ
れ
に
合
致
す
る
も

の
が
多
数
存
在
す
る
と
自

負
し
て
い
る
。

問　

２
０
２
０
年
ま
で
に

あ
と
３
年
で
あ
る
が
認
定

に
向
け
て
の
計
画
は
。

答　

本
市
の
文
化
遺
産
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
保
存

整
備
活
用
を
行
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理

し
、
今
年
度
中
に
完
了
さ

せ
る
。
そ
の
後
、
日
本
遺

産
と
し
て
取
り
組
む
部
分

を
決
め
、
進
め
て
行
く
。

問　

本
市
に
は
相
馬
野
馬

追
祭
を
始
め
、
多
く
の
文

化
遺
産
が
あ
る
が
、
活
用

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

文
化
遺
産
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
歴
史
文
化
基

本
構
想
の
中
で
、
文
化
遺

産
を
総
合
的
に
保
存
、
活

用
す
る
た
め
の
方
針
を
定

め
て
い
く
。

問　

本
市
の
文
化
遺
産
を

活
用
す
る
に
当
た
り
日
本

遺
産
に
認
定
申
請
す
る
こ

と
が
有
効
と
考
え
る
が
取

り
組
み
の
考
え
は
。

答　

歴
史
文
化
基
本
構
想

を
現
在
策
定
中
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
を
策
定
す
る

中
で
取
り
組
み
の
有
効
性

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

国
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
100
件
程
度
の
認
定
を

目
標
と
し
て
い
る
。
各
県

２
件
程
度
と
聞
く
。
す
で

に
福
島
県
で
は
２
件
の
認

定
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
申
請
と
言
う
と
か

な
り
特
色
が
あ
る
企
画
で

そ
の
他
の
質
問

❶ 

公
契
約
条
例
の
制
定
の

考
え
は

❷ 

災
害
時
市
内
事
業
者
応

援
協
力
締
結
は

❸ 

教
員
の
過
重
労
働
対
策

は

一
般
質
問

ご
み
収
集
、

ご
み
収
集
、

戸
別
収
集
に
転
換
を

戸
別
収
集
に
転
換
を

日
本
遺
産
認
定
で

日
本
遺
産
認
定
で

街
の
活
性
化
を
！

街
の
活
性
化
を
！

渡部 寛一 議員

田中 一正 議員

質問を終えて
　ようやく本市の文化遺産群
も日の目を見るチャンスが
やってきた。

問　

家
庭
ご
み
の
排
出
量

が
増
え
て
き
て
い
る
一
方

で
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

が
増
え
て
き
て
、
ご
み
集

積
所
ま
で
持
っ
て
行
く
こ

と
が
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
分
別
も

曖
昧
に
な
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
戸
別
収
集

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
集
積
所
に
出
す
の

で
は
な
く
、
各
家
庭
の
玄

関
先
や
集
合
住
宅
の
前

等
、
建
物
ご
と
に
ご
み
を

出
し
、
１
軒
ず
つ
収
集
す

る
方
法
で
す
。

　

ご
み
出
し
意
識
が
向
上

し
、
ご
み
減
量
、
分
別
の

も
徹
底
し
、
資
源
回
収
率

の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

立
場
で
、
戸
別
収
集
の
実

施
を
す
べ
き
で
す
。

答　

有
効
性
が
あ
る
も

の
、
収
集
費
用
が
増
大

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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一
般
質
問

た
対
応
を
検
討
す
べ
き
。

答　

既
存
の
商
業
施
設
事

業
者
と
の
交
渉
の
中
で
、

本
人
は
出
来
な
い
が
再
開

に
向
け
て
用
地
は
協
力
す

る
と
の
話
を
受
け
て
、
こ

の
用
地
に
決
め
た
。
住
民

の
要
望
に
沿
っ
た
形
で

我
々
は
動
い
て
い
る
。

本
市
の
一
本
化
政
策
は
？

問　

震
災
後
、
一
体
感
醸

成
が
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
今
は
区
別
実

施
の
経
済
部
、
建
設
部
事

問　

小
高
区
の
復
興
に
向

け
て
、
27
年
３
月
作
成
の

小
高
市
街
地
整
備
計
画
と

復
興
拠
点
施
設
や
新
た
な

商
業
施
設
整
備
な
ど
は
、

一
貫
性
を
持
つ
べ
き
だ
。

答　

27
・
３
策
定
の
基
本

計
画
に
沿
っ
て
市
街
地
を

整
備
し
て
い
る
。
商
業
施

設
は
当
該
エ
リ
ア
内
で
は

面
積
確
保
で
き
ず
、
近
く

の
現
在
の
予
定
地
と
な
っ

た
。

問　

復
興
拠
点
施
設
は
、

入
浴
施
設
や
生
鮮
食
料
品

の
店
舗
が
無
く
な
っ
た
。

　

商
業
施
設
も
、
基
本
計

画
区
域
や
通
学
路
か
ら
も

外
れ
た
場
所
に
、
３
億
円

か
け
て
作
る
。

　

土
地
が
見
つ
か
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
そ
の
都
度
バ

ラ
バ
ラ
に
施
設
を
作
っ
た

の
で
は
効
果
は
出
な
い
。

　

例
え
ば
、
復
興
拠
点
施

設
内
に
商
業
施
設
を
置
く

な
ど
、
基
本
計
画
に
沿
っ

た
一
貫
性
・
戦
略
を
持
っ

業
の
一
本
化
実
施
な
ど
、

一
体
化
の
施
策
を
伺
う
。

答　

子
育
て
支
援
や
教
育

政
策
は
、
一
体
的
に
全
市

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

震
災
後
、
地
域
の
環
境

が
ま
だ
ま
だ
異
な
る
こ
と

か
ら
、
一
体
化
と
重
点
化

す
る
部
分
を
配
慮
し
な
が

ら
、
一
体
化
の
実
現
に
向

け
て
努
力
す
る
。

質問を終えて
　小高復興拠点、商業施設、
認定こども園の 3施設で 30
億円。一貫性と投資が生きる
戦略を！

公設民営の商業施設（広野町が設置し、イオンが経営）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

高
松
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
安
全
対
策
は
？

❷ 

公
立
学
校
適
正
化
計
画

の
検
討
状
況
は
？

❸ 

南
相
馬
チ
ャ
ン
ネ
ル
な

ど
広
報
の
あ
り
方
は
？

復
興
事
業
の

復
興
事
業
の一貫

性
は
？

一
貫
性
は
？

門馬 和夫 議員

る
の
か
伺
う
。

答　

現
時
点
で
委
託
予
定

は
な
い
が
、
今
後
総
合
的

な
鳥
獣
対
策
を
講
じ
る
中

で
、
委
託
の
要
否
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問　

小
高
に
お
け
る
捕
獲

数
が
極
端
に
少
な
く
、
ニ

ホ
ン
ザ
ル
は
実
績
ゼ
ロ
で

あ
り
、
そ
の
要
因
と
今
後

の
対
策
を
伺
う
。

答　

小
高
に
お
い
て
は
営

農
が
十
分
再
開
し
て
い
な

い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、

ま
た
帰
還
も
十
分
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
。
た
だ
、
今
後

小
高
区
の
営
農
再
開
に
向

け
、
鳥
獣
被
害
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３

区
で
大
差
の
な
い
取
り
組

み
を
今
後
進
め
る
。

問　

現
在
計
画
し
て
い
る

有
害
鳥
獣
焼
却
設
備
の
設

備
事
業
に
つ
い
て
、
用
地

を
含
め
た
進
捗
状
況
及
び

運
用
開
始
時
期
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

建
設
用
地
に
つ
い
て

問　

28
年
度
の
捕
獲
実
績

数
及
び
平
成
29
年
度
の
目

標
数
を
伺
う
。

答　

小
高
538
頭
、
鹿
島

千
133
頭
、
原
町
千
219
頭
、

計
２
千
890
頭
で
す
。
種
別

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
千
770

頭
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
274
頭
、

小
動
物
が
846
頭
で
す
。

　

29
年
度
の
捕
獲
目
標
数

は
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数

１
千
400
頭
で
す
。

問　

電
気
柵
の
無
償
貸
与

を
行
っ
て
い
る
が
、
28
年

度
の
貸
与
件
数
と
そ
の
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

無
償
貸
与
件
数
は
76

件
で
す
。
設
置
し
た
農
業

者
か
ら
は
鳥
獣
被
害
が
な

く
な
っ
た
と
の
声
も
あ

り
、
圃
場
へ
の
鳥
獣
侵
入

防
止
に
効
果
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

問　

27
年
度
か
ら
認
定
鳥

獣
捕
獲
等
事
業
者
制
度
が

導
入
さ
れ
、
大
手
警
備
会

社
が
事
業
参
入
し
た
が
、

本
市
で
の
委
託
検
討
は
あ

そ
の
他
の
質
問

❶ 

地
域
復
興
基
盤
整
備
事

業
の
状
況
は

❷ 

戦
略
作
物
（
飼
料
米
）

の
今
後
の
見
通
し
は

❸ 

工
業
団
地
の
開
発
状
況

を
伺
う

は
、
小
沢
地
区
の
環
境
省

の
仮
置
き
場
跡
地
と
す
る

こ
と
で
関
係
機
関
と
調
整

を
し
て
い
る
。
地
元
住
民
へ

の
説
明
会
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
地
質
調
査
、
測

量
を
経
て
、
本
年
12
月
に

建
設
工
事
に
着
手
、
平
成

30
年
12
月
に
建
設
工
事
を

完
了
し
、
平
成
31
年
１
月

の
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
現
況
と

鳥
獣
被
害
現
況
と

今
後
の
対
応
策

今
後
の
対
応
策

奥村 健郎 議員

質問を終えて

　昨年カボチャの獣害被害
がひどかった。そろそろ収
穫かなと思いきやほぼ全滅
でした。


